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食。兵。信日本大学松井＝雄
■
。

いつか、どこかで次のよぅな話を耳にl.たの表現であるにはち漆5，ない承弓･侭どのなかに

ことを記憶している。それは、論需にある、はも今から承ても生きている一脈の鄭里がふ

孑仔の一弟子が、孔子に政治の要締についてくまれていると思弓。

質問したときの師弟の対話である6

し

●_タザ

↓1．．
－●｡■

孔子は、政治面要に関する弟子の質問に対
『i､戸

「食を足らしめ、兵を足らLめ、民をして

信が地を払っているのがわが国の現状であ；

り、政治．経済の場においても､また教育の．’

場においても､そこに端を発延て幾多の問題

が生じている。この現状を打解するには教育q－則

信あら:しめよ｣と答えた。弟子は、つづいて

｢やむを得ず三つのテちどれかを捨七去らな
の力に堂つよりほかに方法は途いぶ僻に体育了

活動は､信義の急を培う与えに最適の機会を

ければならないと.Lたら、何を先にすべきか」豊富に蔵している｡､もちろ､ん肉体力..運動能

と質問した。孔子曰く「兵を･のぞけ」と。弟力も完全な人間には欠くこ.とのできなし－要

子は、「残った二つのうち、やむを得ず捨て 素である6:;しかし体育がそれだけに終止する

去らなければならないとLたら、何れを先にと、人間教育を疎外した調教に堕してしまう；

すべきか」と重ねて尋ねた。これに対す為孔危険性がある。〆1
．・→&･･も$：

子の答は'｢食をのぞけ、昔から人は皆死ぬもこの際、体育心理学に志をもつものは、先！

のときまっている､しかL信がなければ国 ‐｡ 誓の言をか承Lめ、全く教育の立場渉ら、正
1、

立たない」とい弓のである。Lぃ体育を育てあげ、将来に悔を残さないよ

。
△
１
０

現在わが国の体育は体力一点張りの観を呈う努力すべきではなかろ弓か。．

している。体力を如何に解釈するかについて
っ･'bi,

ば諸論があるが、いまとりあげられている体

力は、主とLて肉体の力、あるいは生物的運‘&；
I

動能力の段階のもののよ弓である。これ《ま孔
子のい弓食と兵に相当するものである。兵は

肉体力に通ずるものと理解されるからである。
：

孔子の言葉は、二千五百年も前の政治思想：
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山 登りの心理
東京教育大学小林晶…夫；
に､雌雛趣くに持廠:､《離硴は､，
第1図一般者の平均曲線第2図登山家の平均曲線
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きを持ち､思った誕乏孑厳ずぱとやって命：2プロ？〃'全･

げる強さを持つ強気敢行型の性格であって、

未知の探求､冒険の追求などにふさわしさを
持っている。自然沈潜型は、クレツチユメル、P

のいう分裂性格で代表され､:その性格が物語り
るよ5に、山は修学の場でもなければ未知に

誘弓ものでもなく、ただ人間くささ力牡くて．

その上美し輪《､清浄である￥い弓理由だけで
行くとIころであって、ここが彼等の住心地の

．..‘，．；：

よい世界なのである｡レクリ.エーシヨン型は

際5つ性格の抑5つ型に属する。もともとは
．：

社会的適応性を持つも、気重ぃ気持ｶﾐ人間鱒・
’と

係を蠅黙墨わせ､それ鵡ときどき人の､母
ない山へ息ぬきに誘う:といった型である.・だ｡．。。．0！

から彼等は外国の高い山は必要でなく雪国殿

‐の手近い山で十分噸であ葛｡:体力増麺車I
Zo!･･~曲

躁5つ性格の朗らか型に属する°,彼等jX山を！
_0．､9やむ

糖神的な対象とするよりも、身体的なものに，

重点をおく、彼等陣あり余る庭ど：のft会的遥；
.，．。？‐、

応性を持ち､この世に融けこんで住め”表1
山を社会錦”迄重要な“とLで意鍵！
ける必要がないのである弓。

字、むずぴt･j#;:*:::鞍蕊:.;:『:？

、､さ五､以上の鯛査結果から、なぜ彼等は隣
われるか､また､問われながら患なぜ山織l
り続けるかとい弓ことについての答を出巻識
ければならないが､それについて賎決心！

対照的な立掲にある性格とい.ことになる。
そこで､従来の曲線研究からその性格特徴を

述べるともとの両者のもっとも顕著な相異点‘
は、次のよ弓.なところにあるとい.弓ととがで

きる。すなわち、一般春仁は社会的適応性が

あるのに対して登山家にはそれが乏しいこと

であり、戎た令前者はものの考え方が現実的

実際的であるのに対しても後者は理想的、空・

想的、理論的な傾向を持つものを多く含んで

いるということである。．.‐

2．次に、62名の同じ綴山家仲間に眼を向
ずて、その中での登山目的と性格との関係を
みると次の･よ.5．になる6．．.畠.:,

まず最初に、目的の分類法から述べること

にするが､各人力挙げ唾､るいくつかの目的

の種類をみると、等Lく自然を愛好すると.い

”瀧通の目的は持ちながらも､､”そOq9『。･･･‘

｡b他の.目的に-塒9:､てもはっきりと異る方向窓,《.．、

示しでいち･も'のがあおの唾そとに重点を溝:
いさとおそ塊菖!次嘩うな5分類が可一
能である､、すな鶴穐山を入間職や職
修養の場として強調する糖神修養型（23名

未知の探求や冒険の追求を強調する未知探求；､

型（1.8.名.)、剰目的な竺とく:蝿ないも'自然に．

浸っていさ党すればiよいとい?5･自然沈潜型Y

，2名)レク碓些ﾂﾖﾝを主眼とするレグ』
．．3－＆。．B

リエーション型“名>､それと体力増諭に
億点をおく体力騨郵僻､)鐸こ九錨
､､。そこで、と瀧らの目的別類型と、クレツ．
･ユメル自己診断表や内田検査からみての性it

塔類型との関係づり鍵LEでみると､次のよう
■,P.◇

態こ"鷺謝られ誌す雄ち､榊修蕊型:､．
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5 な推測が可能である。‘‘

まず前者のなぜ問われるかであるが、謎1
そものごとがなぜかと問われることは、どこ1

坪不合理な点を感じさせるからであ恥そ！
。、，11:．・・6

い弓ととであるが､:それﾙまおそらく､‘多額のi
：．b、；

金と暇を費いも命の危険まてもおかして､Ⅷ：

かもそれに対して、社会的に報いられる&よハi
な何ものもない無駄な行輪といりよう漆ことI
である5．だからこのごとは､常識的な樫塁

今.。,：ｸo.qt

通念からオれぱ、得にもならない無駄なこと！
‘．．ご；

をなぜするかがその問いの中味であり?農らi
に、そのようなことを敢えてするあな･た:は31

厚､社会的遥耐生には乏しきも､几鯛菌、き
鴬じめに筋を通して考え､,世のため人のため.
織るようなことを七城遡聡砺ろところ；

峰る粘着型跡地道粘り型等がその催麗んど；
を占め､山を修業の場と心得るに鋤惚もふi
さわL性格であるということができる3次の！；

未知探求型は$.社会的適応姓があるとはい弓’｜

もの奴:鍬鮠でぁ謹鵬独齢榊あ隣,！
『
１
》
一●

。

一‐

2－:.、Fh,q

■
４
－

８i
p

や、



変りものですねといわれているのに等しい。ころであり、しかも一たび足を踏入れると、

しかし、この問いは、「そんな問いをするよそこには無限の未知と冒険がありも:また美も
弓な人のいないところへ行きたいからだ」とあれば清浄志あり、憩いもあれば人間試錬の．

いう答のよ弓にも彼等にば通用しない。つま場もあるといつだよ弓にも＝生を賭けても:な，
りこれをいぅなれば､不認だと患って問うお費せぬさまざまな生きる材料の宝庫なので
ても、問われた方では当り前のことだと思つある。そこで,_まず人がいないとい:弓ととで
ている関係なのである。そLてその関係とは社会的遥応性を欠く人たちが山登り．を始める：
これをいいかえれば、問5人腱多勢の人と人副職が一つあり、そLてこりぃ5人たちI鴬
との関係の中で活動することに生甲斐を感じ現実社釜より'住み心地がよいということでこ
ている人たちであり、問われる方は､そのよ･iとに住泳ついてしまっている山岳族であって
うな関係に生甲斐の意味を持たない人たぢで社会族苫は異種なのである6じ鴇がって､な
あって､内田検査にも現われていたよ弓､礎ぜ山盤ろがばも間弓も問われるも通じ合え
飾者ば社会的適応性に富み､現実雄'実際的ぬ間がらであり、また一生山登りをやあられ
な考え方のもとに行動する人たちでありも磯な､衙以でもあ:ろ。ま:だ､何かの顛機t杣を：
者は社会的繩性乏Lく、現実を醸して理知らき荒営ども朱知の探求や冒険の追求で一
論的漣想的､空想的な考え方のもとf行動し生を賭げる-昌騨織る6とれらも前者とほぞ､
しよ弓とする人たちである。の色合L竜を異にぱじ．ても､山キチガ《ｲといわ
次に､なを山へ登るかとい弓ことであるがれぁにふさわしいほどにむきに熱中す‘るもの
こ洲､‘､童…ぺて…とと蝿係で震識崖詠歎溌壽職芝
はない。すなわち、山とはまず人がいないとぃ弓ことで共涌点を打って1,る。

、M､‘藩:《:曇’一〈‘:"－､1
体育心理学研究会月例会報告:.熱『:典？;､”や、；、：煮,“…:I

委員に一任することにな

の開催については、お茶

日女体大、早大、順大、
わりで行な弓という申L
した。

5月20日シンポジウ

開かれ、寺でに御徽ﾛの
を決めました。

6月15日には第2回の

われ、シンポジウムの演
氏から説明があり、演者
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